中学校第１学年「心身の発達と心の健康」（性機能の発達）

１．単元名「性機能の発達」

２．単元の目標

　・性機能の発達について関心をもち、学習活動に意欲的に取り組もうとすることができるように
する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（関心・意欲・態度）

　・性機能の発達について、課題の解決を目指して、知識を活用した学習活動などにより、科学的
に考え、判断し、それらを表すことができるようにする。　　　　　　　　（思考・判断）

　・生殖にかかわる機能の成熟について、課題の解決に役立つ基礎的な事項を理解することができ

るようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（知識・理解）

３．単元について

　二次性徴が発現し、初経や精通を経験するようになると、性を意識するようになり、性や異性に対する関心が高まる。性と向き合うということは、まず自分の体とその変化を受け止めることである。そして仲間とより良い関係をつくっていくためには、同性だけでなく異性の体や心についても理解することが大切である。

　思春期の心の変化への対応についてメディアリテラシーを取り入れ、メディアに対して自律的な関わり方を身につける初期の段階として活用したい。単に批判するだけでなく、情報化社会を生きる子どもたちに、多面的な見方ができる力をつけていくことが必要である。その中で、必要に応じて事例などを用いたディスカッションやブレインストーミングなどを取り入れ、相互の意見をよく聞き認めるなかで思考力・判断力を育成していきたい。

４．単元計画
	
	第1時
	第2時
	第3時（本時）

	主な学習内容

・学習活動
	性機能の成熟１
	性機能の成熟２
	性情報とどう向き合うか

	
	○思春期には、下垂体から分泌される性腺刺激ホルモンの働きにより生殖器の発育とともに生殖機能が発達すること。
	○思春期になると、男子では射精がみられ、女子では月経が見られ、妊娠が可能になること。
	○異性の尊重、性情報への対処など性に関する適切な態度や行動の選択が必要になること。

	
	1.思春期に男女それぞれにどのような変化が起こるのか確認する。

2.体の変化が起こる仕組みについて性腺刺激ホルモンの働きについて説明を聞く。

3.教科書の資料を使って、排卵と月経の仕組みについて説明を聞く。

4.グループで月経周期から、排卵日を予想し発表する。

5.月経周期、経血の色、経血量、月経期間には個人差があることを知り、学習のまとめをする。
	1.性腺刺激ホルモンの作用によってつくられた精子が射精される仕組みについて説明を聞く。

2.精通が起こる時期には個人差があり、射精は、排卵や月経と違って周期的なものではなく、心身の性的な興奮や刺激によって起こることを知る。

3.教科書の資料を見せながら、受精と妊娠について説明を聞く。

4.グループで排卵や月経、射精が起こるようになったということはどういうことを意味しているのか考える。
	1.「性的なことに関心を持った経験」のグラフからわかることを出し合う。

2.性の情報はどこから得ているか資料から読み取れる実態を発表する。

3.性被害の事例についてグループごとにいくつかの問題について話し合う。

4.グループで出された意見を発表し、観点ごとに整理する。

5.性情報についての意識がどう変わったのかまとめる。



５．展開例（３／３時間）

（１）性情報とどう向き合うか

（２）本時の目標

　　・思春期には、心身の成熟に伴う変化に対応した適切な行動が必要になることについて、資料等で

調べたことを基に、課題や解決の方法を見つけたり、選んだりして、それらを説明することがで

きるようにする。（思考・判断）

（３）展開　　　
	
	主な学習活動・学習内容
	○指導上の留意点　　　◆評価
	資　料　等

	導入
10

分
	1.「性的なことに関心を持った経験」のグラフからわかることを出し合う。

〈予想される反応〉

・年齢が増えるとともに性的な関心が高まっている。

・女子よりも男子の方が性的なことに関心が高い。
	○思春期の頃は、性のことや異性への関心が高まる時期であり、性的欲求が強くなったり、特定の人と親しくしたいという感情が生まれてきたりすることを知らせる。
○関心が高まる思春期に気をつけなければならないこともあることを押さえる。
	資料１

性的なことに関心を持った経験

	展開

35
分
	2.学習のねらいを知る



	
	

	
	3.性の情報はどこから得ているか資料から読み取れる実態を発表する。


	○性に関する知識をどこから得ているのか、異性への興味の度合いを示す資料を提示し、読み取れることを発表させる。
	資料２

性に関する知識をどこから得ているか

	
	4.性被害の事例についてグループで話し合う。

〈予想される反応〉

・B子は女子中学生ではなか

ったんだね。

・裸の写真を送らせるために

女子中学生になりすました

んだね。

・インターネットだと、相手

が誰なのか分からないから

気をつけないといけない

ね。

	○性被害の事例を提示し、事件の概要を説明する。

○学習カードを使って、グループで加害者、被害者の目的を考え、被害にあわないためにどう行動していけばよいのか考えさせる。

◆【思考・判断】
思春期には、心身の成熟に伴う変化に対応した適切な行動が必要になることについて、資料等で調べたことを基に、課題や解決の方法を見つけたり、選んだりして、それらを説明しようとしている。（記述や発言）
	資料３

SNSやゲームサイトで知り合った人からの誘い
学習カード



	
	5.インターネットやSNSから得られる性情報の危険性について知る。
	○性情報には正しくないものや意図的に操作されているものが含まれていることを伝える。
	

	まとめ
	6.学習のまとめをする。
	○学習カードに本時に学んだことや考えたことを書かせ、発表させる。

	


性への関心が高まる思春期に気をつけなくてはいけないことを考えよう。





・思春期には、心身の成熟に伴う変化に対応した適切な行動が必要になること。








